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桜  満  開
桜が咲いた　春が来た
寒い冬をのりこえ
みごとに花を咲かせた
人生もおなじ
「冬はかならず春となる」
自分を信じて前へ進む
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2016年 ４月号

第358号 

月　　日 行　事　名

５月 ６日（金） 生け花教室
５月10日（火） 陶芸教室
５月12日（木） デイサービス事業（たんぽぽ会）
５月13日（金） 飯田ふれあいサロン
５月16日（月） 編み物教室
５月18日（水） ストレッチ体操教室

月　　日 行　事　名

４月18日（月） 編み物教室
４月20日（水） 吉部解放学習会（湯沢集会所）
４月21日（木） デイサービス事業（すずらん会）
４月25日（月） 歌声サロン
４月27日（水） ストレッチ体操教室
４月28日（木） デイサービス事業（第９期生入学式）
５月 ２日（月） 編み物教室

◇これからの行事◇ 【月・木は人権相談日】

貸出図書のご案内（新刊）
書　　籍　　名

○知っていますか？　障害者の人権一問一答
●知っていますか？　アイヌ民族人権一問一答
○知っていますか？　高齢者の人権一問一答
●知っていますか？　戸籍と差別一問一答
○知っていますか？　狭山事件人権一問一答　第２版
●知っていますか？　ジェンダーと人権一問一答　第２版

※他にも書籍・ビデオ・ＤＶＤ等もありますので、お気軽にお問い合わせください。

　皆様には、平素より隣保館の運営及び事業の推進に対しまして、
深いご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。
　さて、昨年度より役場の組織機構の変更に伴い、隣保館は住民
課長が主管し、館長は嘱託となりましたが、業務等につきまして
は、これまでどおり隣保館が周辺地域を含めた住民の福祉の向上
や人権啓発の拠点となる開かれたコミュニティーセンターとして、
各種相談事業や人権課題の解決のために、経験豊かなスタッフとともに事業に取り組んでまいります。
　また、誰もが気軽に立ち寄れる、そして相談できる館づくりを目指していきます。地域の皆様とお
会いできることを楽しみにしています。
　各種の相談等でお困りの方がおられましたら、どうぞお気軽にお越し下さい。お待ちいたしています。 

　隣保館長　熊　谷　成　人

　春たけなわの季節となりましたが、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上
げます。
　嘱託館長として１年間という短い期間でありましたが、在任中は、隣保館の運営及び事業の推進に
対しまして、深いご理解とご協力を賜り厚く感謝申し上げますとともに、皆様方のご健勝とご多幸を
ご祈念いたしましてお礼のあいさつとさせていただきます。  　篠　原　正　昭

新任のごあいさつ

退任のごあいさつ

職員一同
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　九重町隣保館は年間を通じて下記のような事業を実施します。また、今年度は隣保館が創立
され30年目を迎え、記念行事を開催します。

　３月17日から18日の２日間、九重町あらゆる差別撤廃・人権擁護に関
する審議会の研修で北九州市小倉地区協議会下富野交流センターと門
司地区協議会大里東集会所に「被差別地区の歴史と現状を学ぶ」ことを
目的として視察しました。
　門司地区協議会では、同和対策事業特別措置法施行により、公営住宅

の建設や道路工事など急速に進み、環境整備は整ってきていますが、団地に住むことによって相互扶助の精
神・助け合いの人間関係が希薄になっていて、地区住民のコミュニケーションをいかに形成していくか、また、
高齢化が進み高齢者福祉の促進充実や、地域自治を担う階層が流出するという後継者不足問題が課題である
ことを伝えていただきました。この研修を通して学んだことを今後の取組に生かしていきたいと思います。

九重町隣保館グループリーダー　佐藤

門司でのフィールドワーク

九重町あらゆる差別撤廃・人権擁護に
関する審議会が研修に行きました

あなたのそばの隣保館  ◇隣保館は身近な相談窓口です◇

隣保館人権学習会について
　九重町隣保館では、年間４回の人権学習会を開催しています。
　人権課題に全ての人が関係する以上、わたし達は人権について学ぶ必要があります。
2016（平成28）年度の「隣保館人権学習会」は次の人権問題について開催します。同和問題
をはじめとしたあらゆる人権問題について、自らの人権感覚を磨いていきましょう。みなさん
の参加をお待ちしています。

●相　談　事　業　人権相談日　毎週月・木曜日　９：00～16：00まで

●貸　館　事　業　  教室、文化活動等のグループ活動や懇談会・会議など、あらかじ

め申し込んでいただければ利用することができます。

●地域交流事業　◇生け花教室　◇ストレッチ体操教室　◇陶芸教室　

　　　　　　　　　◇編み物教室　◇歌声サロン　◇パソコン教室

●地域福祉事業　隣保館デイサービス（ハッスルシルバーズ）事業を行っています。

●啓発・広報事業　  人権ビデオ・本などたくさんそろえて、貸し

出しをしています。

（2016（平成28）年９月21日（水））
　明治時代以降も昔の身分に基づく差
別が残り、一定の地域の住民やその子孫
に対する社会的不平等が残されてきた、
「部落差別」といわれる社会問題です。

同和問題
（2016（平成28）年５月18日（水））
　財産をだましとる、ある
いは高齢者を虐待するとい
う人間の尊厳を踏みにじる
ような問題が起きています。

高齢者の人権

（2017（平成29）年２月15日（水））
　国際化が進み、日本で生活する外国人
が増えています。人種や宗教その他の違
いにより、習慣やマナーは当然異なりま
す。相互の理解は、お互いの尊厳を認め
あうことから始まります。

外国人の人権
（2016（平成28）年11月16日（水））
　子どもを大人の都合に合わせようと
するのではなく、次世代を担う子どもた
ちが権利の主体であることを認めまし
ょう。いじめや不登校、虐待などは重大
な問題です。

子どもの人権

運営審議会

　３月15日（火）に2015（平成27）年度、第２回隣保館運営審議会を開催し、
豊國審議会会長をはじめ審議委員６名が出席し、今年度の事業報告等を
審議しました。
　隣保館は人権・同和問題の解決を目指すための拠点施設であり、福祉の
向上や人権啓発・住民交流の開かれたコミュニティーセンターとして、地
域社会に密着した社会福祉施設としていろいろな事業を実施しています。

隣保館運営審議会が開催されました

　３月24日（木）にハッスルシルバーズ６期生「はなみずき会」
の卒業式を行いました。
　はなみずき会は、2012（平成24）年４月に入学、2016（平成
28）年３月までの４年間、隣保館の地域福祉事業のデイサービ
スとして、人権学習を基本に学び、健康チェック・体操・作品
づくり・バスハイク等の館外研修などを行いながら、楽しく仲
間づくりをしてきました。
　卒業式では、篠原館長より卒業生一人ひとりに卒業証書を授
与された後、「あしあと」と題してスライド上映を行い、懐かし
い、思い出に笑いや涙を流し、４年間を振り返っていました。
　みなさんから、楽しかった数々の思い出と人権を学んだ喜び
を語っていただきました。今後も人権の学びを生かし、「まだ
まだ人生これからだ」の精神で「人権の輪」を広げていただき
たいと思います。最後に「これから音頭」「ほたるの光」を合
唱し、学んだ「ふるさと」の手話を全員で行いました。退場の
際、職員のアーチの中をくぐり、涙の別れを惜しみました。 アーチで退場

卒業生の皆さん

ハッスルシルバーズ６期生ハッスルシルバーズ６期生 はなみずき会の卒業式
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